
〔
商
法
　
四
二
二
〕
　
新
株
発
行
不
存
在
確
認
の
訴
え
の
出
訴
期
間

（
嫌
畷
騰
摩
黙
欄
融
在
確
認
請
求
控
　
乙
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〔
判
示
事
項
〕

　
新
株
発
行
不
存
在
確
認
の
訴
え
は
、
明
文
の
規
定
が
な
い
の
に
新

株
発
行
無
効
の
訴
え
に
準
じ
て
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
し
か
も

判
決
に
対
世
効
と
い
う
強
い
効
力
が
あ
る
こ
と
を
認
め
る
も
の
で
あ

る
か
ら
、
出
訴
期
間
に
つ
い
て
も
新
株
発
行
無
効
の
訴
え
に
準
ず
る

の
が
当
然
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

〔
参
照
条
文
〕

商
法
二
八
O
条
ノ
一
五
第
一
項

〔
事
　
実
〕

　
Y
会
社
は
、
A
が
中
心
と
な
っ
て
昭
和
二
五
年
一
一
月
一
二
日
に

設
立
さ
れ
た
株
式
会
社
で
あ
っ
て
、
設
立
後
、
順
次
、
新
株
を
発
行

し
て
増
資
す
る
と
と
も
に
、
発
行
す
る
株
式
の
総
数
も
増
加
し
、
昭

和
五
七
年
七
月
当
時
、
発
行
す
る
株
式
の
総
数
は
六
〇
万
株
、
発
行

済
株
式
の
総
数
は
額
面
株
式
一
五
万
株
（
一
株
の
金
額
一
〇
〇
円
、

資
本
の
額
一
五
〇
〇
万
円
）
で
あ
っ
た
。
A
は
、
Y
会
社
の
設
立
以

来
、
そ
の
株
主
で
あ
り
、
か
つ
、
代
表
取
締
役
で
あ
っ
た
。

　
Y
会
社
は
、
平
成
元
年
八
月
一
二
日
の
取
締
役
会
で
、
額
面
株
式

三
万
株
の
新
株
を
発
行
し
一
般
公
募
の
方
法
に
よ
り
割
り
当
て
る
、

発
行
価
額
は
一
株
一
〇
〇
円
と
し
払
込
期
日
を
同
月
二
九
日
と
す
る

旨
決
議
し
、
A
の
長
男
で
あ
る
B
が
二
万
五
〇
〇
〇
株
を
、
B
の
妻

で
あ
る
C
が
五
〇
〇
〇
株
を
そ
れ
ぞ
れ
引
き
受
け
て
右
期
日
に
払
込

を
了
し
た
と
し
て
、
発
行
済
株
式
の
総
数
が
一
五
万
株
（
資
本
の
額

が
一
五
〇
〇
万
円
）
か
ら
一
八
万
株
（
同
一
八
0
0
万
円
）
に
変
更

さ
れ
た
旨
の
登
記
を
受
け
て
い
る
（
以
下
「
元
年
の
新
株
発
行
」
と

ll7
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い
う
。
）

　
Y
会
社
は
、
平
成
二
年
九
月
三
〇
日
の
取
締
役
会
で
、
額
面
株
式

七
万
株
の
新
株
を
発
行
し
一
般
公
募
の
方
法
に
よ
り
割
り
当
て
る
、

発
行
価
額
は
一
株
一
〇
〇
円
と
し
払
込
期
日
を
同
年
二
月
七
日
と

す
る
旨
決
議
し
、
B
が
五
万
株
を
、
C
が
二
万
株
を
そ
れ
ぞ
れ
引
き

受
け
て
右
期
日
に
払
込
を
了
し
た
と
し
て
、
発
行
済
株
式
の
総
数
が

一
八
万
株
（
資
本
の
額
が
一
八
O
O
万
円
）
か
ら
二
五
万
株
（
同
二

五
〇
〇
万
円
）
に
変
更
さ
れ
た
旨
の
登
記
を
受
け
て
い
る
（
以
下

「
二
年
の
新
株
発
行
」
と
い
う
。
）

　
A
は
「
元
年
の
新
株
発
行
」
と
「
二
年
の
新
株
発
行
」
は
い
く
つ

も
の
手
続
的
・
実
体
的
暇
疵
が
併
存
し
て
お
り
法
的
評
価
に
お
い
て

不
存
在
と
い
う
べ
き
で
あ
る
と
し
て
、
平
成
四
年
二
月
一
二
日
、

右
各
新
株
発
行
の
不
存
在
の
確
認
を
求
め
る
訴
え
を
提
起
し
た
が
、

原
審
係
属
中
の
平
成
八
年
一
〇
月
一
〇
日
死
亡
し
、
相
続
人
（
子
）

で
あ
る
瓦
（
Y
の
取
締
役
）
逓
が
A
の
株
式
を
相
続
し
て
訴
訟
を
承

継
し
た
。

　
原
審
（
徳
島
地
判
平
成
一
〇
年
一
〇
月
一
三
日
・
判
タ
一
〇
四
二

号
二
四
五
頁
）
は
、
「
新
株
発
行
に
つ
い
て
も
、
そ
の
暇
疵
が
著
し

い
場
合
、
例
え
ば
、
新
株
発
行
の
登
記
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
物
理

的
に
新
株
発
行
に
該
当
す
る
事
実
が
全
く
存
在
し
な
い
場
合
と
か
、

物
理
的
に
存
在
す
る
よ
う
な
外
観
を
呈
し
て
い
て
も
、
そ
の
手
続
的
、

実
体
的
綴
疵
が
著
し
い
た
め
不
存
在
と
し
て
評
価
さ
れ
る
場
合
に
は
、

新
株
発
行
不
存
在
と
し
て
、
新
株
発
行
無
効
の
主
張
（
商
法
二
八
O

条
の
一
五
）
に
お
け
る
よ
う
な
制
限
な
し
に
何
時
で
も
誰
で
も
そ
の

不
存
在
を
主
張
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
解
す
べ
き
で
あ
る
」
と
判
示

し
た
う
え
で
、
ま
ず
、
本
件
の
新
株
発
行
で
は
、
払
込
期
日
に
払
込

金
が
指
定
の
銀
行
に
支
払
わ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
も
と
づ
き
変
更
登

記
が
な
さ
れ
て
い
る
事
実
な
ど
を
認
定
し
て
、
「
本
件
新
株
発
行
の

事
実
が
物
理
的
に
全
く
存
在
し
な
い
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
」
と

し
た
。
さ
ら
に
、
A
が
昭
和
二
五
年
に
Y
を
設
立
し
、
そ
の
後
、
Y

の
経
営
は
B
に
任
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
が
、
平
成
元
年
と
平
成

二
年
に
本
件
新
株
発
行
が
な
さ
れ
た
後
、
平
成
四
年
六
月
頃
に
な
っ

て
突
然
、
B
に
対
し
て
本
件
新
株
発
行
に
つ
い
て
異
議
を
申
し
立
て

た
経
緯
を
詳
細
に
認
定
し
た
う
え
で
、
Y
で
は
、
本
件
の
新
株
発
行

に
つ
い
て
現
実
に
取
締
役
会
が
開
催
さ
れ
た
こ
と
は
な
く
て
も
、

「
本
件
に
お
い
て
は
、
こ
れ
を
著
し
い
暇
疵
と
み
る
こ
と
は
で
き
ず
、

本
件
新
株
発
行
が
不
存
在
で
あ
る
と
評
価
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」

　
　
　
　
　
　
　
　

と
し
て
、
X
X
の
請
求
を
棄
却
し
た
。

　
　
　
　
　

　
X
X
は
こ
れ
に
対
し
て
、
本
件
各
新
株
発
行
は
①
代
表
取
締
役
の

不
関
与
、
②
取
締
役
会
決
議
の
不
存
在
、
③
新
株
発
行
事
項
の
通
知

の
欠
如
、
④
新
株
発
行
条
件
の
不
公
正
な
ど
の
幾
つ
も
の
手
続
的
・

実
体
的
綴
疵
が
併
存
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
を
総
合
す
れ
ば
、
そ
の
畷
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疵
の
程
度
が
極
め
て
著
し
い
か
ら
、
本
件
各
新
株
発
行
は
、
法
的
評

価
に
お
い
て
は
不
存
在
と
い
う
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
控
訴
し
た
。

〔
判
　
旨
〕

　
原
判
決
取
消
・
訴
え
却
下

　
商
法
は
、
特
別
の
訴
え
と
し
て
、
新
株
発
行
無
効
の
訴
え
を
認
め
、

そ
の
訴
訟
要
件
、
判
決
の
効
力
等
を
明
文
で
規
定
し
て
い
る
（
商
法

二
八
O
条
ノ
一
五
以
下
）
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
新
株
発
行
無
効
の
訴

え
は
、
新
株
発
行
の
日
か
ら
六
箇
月
内
に
の
み
（
同
条
一
項
）
、
株

主
、
取
締
役
、
監
査
役
に
限
り
（
同
条
二
項
）
、
会
社
を
被
告
と
し

て
提
起
す
る
こ
と
の
で
き
る
形
成
の
訴
え
で
あ
り
、
新
株
発
行
を
無

効
と
す
る
判
決
は
第
三
者
に
対
し
て
も
そ
の
効
力
を
有
す
る
が
（
同

法
二
八
O
条
ノ
一
六
に
お
い
て
準
用
す
る
一
〇
九
条
一
項
）
、
新
株

は
将
来
に
向
か
っ
て
の
み
そ
の
効
力
を
失
う
（
同
法
二
八
○
条
ノ
一

七
第
一
項
）
の
で
あ
る
。
商
法
が
、
こ
の
よ
う
に
、
出
訴
期
間
及
び

原
告
適
格
を
制
限
す
る
と
と
も
に
（
な
お
、
被
告
適
格
に
関
す
る
明

文
の
規
定
は
な
い
が
、
判
決
に
対
世
効
を
認
め
る
以
上
、
当
然
、
当

該
株
式
会
社
だ
け
に
被
告
適
格
が
あ
る
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
）
、
認

容
判
決
に
対
世
効
を
認
め
る
が
遡
及
効
は
否
定
す
る
特
別
の
訴
え
を

創
設
し
た
趣
旨
は
、
新
株
発
行
が
会
社
と
取
引
関
係
に
た
つ
影
響
を

及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
る
た
め
に
、
新
株
発
行
に
無
効
原
因
が
あ
る
場

合
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
新
株
発
行
を
前
提
と
し
て
形
成
さ
れ
て
い
く

新
た
な
法
律
関
係
を
い
つ
ま
で
も
覆
し
得
る
こ
と
と
し
、
あ
る
い
は

遡
及
し
て
覆
し
得
る
こ
と
と
す
る
の
は
相
当
で
は
な
く
、
ま
た
、
認

容
判
決
の
効
力
が
訴
訟
当
事
者
問
に
お
い
て
の
み
相
対
的
に
生
ず
る

と
す
る
の
も
相
当
で
な
い
こ
と
か
ら
、
新
株
発
行
に
伴
う
法
律
関
係

を
早
期
か
つ
画
一
的
に
確
定
す
る
こ
と
に
あ
る
と
解
せ
ら
れ
る
。

　
商
法
は
、
右
の
と
お
り
、
暇
疵
の
あ
る
新
株
発
行
に
つ
い
て
、
こ

れ
を
形
成
的
に
無
効
と
す
る
特
別
の
訴
え
を
創
設
し
て
い
る
が
、
本

件
の
よ
う
な
新
株
発
行
不
存
在
確
認
の
訴
え
に
つ
い
て
は
何
ら
規
定

し
て
い
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
新
株
発
行
の
無
効
と
い
う
の
は
、

論
理
的
に
、
新
株
発
行
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
前
提
と
な
る
が
、

効
力
を
論
ず
る
以
前
に
、
そ
も
そ
も
新
株
は
発
行
さ
れ
て
い
な
い
、

す
な
わ
ち
不
存
在
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
新
株
発
行
の
登
記

（
商
法
一
八
八
条
三
項
、
六
七
条
、
商
業
登
記
法
八
二
条
）
が
さ
れ

て
い
る
な
ど
、
あ
た
か
も
新
株
発
行
が
さ
れ
て
い
る
か
の
よ
う
な
何

ら
か
の
外
観
が
生
じ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
得
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の

よ
う
な
外
観
が
あ
る
場
合
に
は
、
新
株
発
行
の
不
存
在
を
主
張
す
る

者
が
、
新
株
発
行
に
無
効
原
因
が
あ
る
場
合
と
同
様
に
、
対
世
効
の

あ
る
判
決
を
も
っ
て
そ
の
不
存
在
の
確
認
を
得
る
必
要
が
あ
る
こ
と

を
否
定
で
き
な
い
か
ら
、
商
法
の
明
文
の
規
定
は
欠
い
て
は
い
る
が
、

新
株
発
行
の
不
存
在
に
つ
い
て
も
、
新
株
発
行
無
効
の
訴
え
に
準
じ

て
、
そ
の
旨
の
確
認
の
訴
え
を
肯
定
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。
そ
し
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て
、
新
株
発
行
不
存
在
確
認
の
訴
え
は
、
明
文
の
規
定
が
な
い
の
に

新
株
発
行
無
効
の
訴
え
に
準
じ
て
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
し
か

も
判
決
に
対
世
効
と
い
う
強
い
効
力
が
あ
る
こ
と
を
認
め
る
も
の
で

あ
る
か
ら
、
出
訴
期
間
に
つ
い
て
も
新
株
発
行
無
効
の
訴
え
に
準
ず

る
の
が
当
然
と
い
う
べ
き
で
あ
る
（
こ
の
よ
う
に
解
し
て
も
、
①
新

株
発
行
不
存
在
確
認
の
訴
え
に
は
、
無
効
事
由
が
存
在
す
る
に
す
ぎ

な
い
の
に
、
出
訴
期
間
が
経
過
し
て
い
る
た
め
、
発
行
手
続
等
の
暇

疵
が
著
し
く
不
存
在
と
評
価
す
べ
き
で
あ
る
な
ど
と
し
て
提
起
さ
れ

る
も
の
が
少
な
く
な
い
こ
と
、
②
出
訴
期
間
経
過
後
で
あ
っ
て
も
、

新
株
発
行
の
存
否
が
前
提
に
な
る
訴
訟
に
お
い
て
、
そ
の
不
存
在
を

主
張
で
き
る
こ
と
（
た
だ
し
、
そ
の
訴
訟
の
判
決
に
は
対
世
効
は
な

い
。
）
か
ら
し
て
、
不
存
在
を
主
張
す
る
者
の
保
護
に
欠
け
る
わ
け

で
は
な
く
、
か
え
っ
て
、
出
訴
期
間
の
制
限
が
な
い
と
す
れ
ば
、
新

株
発
行
に
伴
う
法
律
関
係
の
安
定
が
著
し
く
損
な
わ
れ
る
と
い
う
べ

き
で
あ
る
。
）
。
し
た
が
っ
て
、
本
件
訴
え
は
、
そ
れ
自
体
は
肯
認
さ

れ
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
元
年
の
新
株
発
行
の
登
記
が
さ
れ
た
日
か

ら
三
年
余
り
後
、
二
年
の
新
株
発
行
の
登
記
が
さ
れ
た
日
か
ら
二
年

余
り
後
の
平
成
四
年
二
月
一
二
日
に
提
起
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か

ら
、
出
訴
期
間
経
過
後
の
訴
え
と
し
て
不
適
当
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

　
な
お
、
本
件
訴
え
が
、
対
世
効
の
あ
る
特
別
の
訴
え
で
は
な
く
通

常
の
確
認
の
訴
え
で
あ
る
と
し
て
も
、
そ
れ
は
、
過
去
の
事
実
関
係

な
い
し
法
律
関
係
の
確
認
を
求
め
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
訴

え
に
確
認
の
利
益
を
認
め
る
に
は
、
現
在
の
権
利
関
係
又
は
法
律
関

係
を
確
認
す
る
こ
と
が
必
ず
し
も
紛
争
の
直
接
か
つ
抜
本
的
な
解
決

の
た
め
最
も
適
切
か
つ
必
要
と
認
め
ら
れ
る
場
合
で
あ
る
こ
と
を
要

す
る
と
こ
ろ
、
新
株
発
行
の
外
観
が
あ
っ
て
も
、
そ
の
実
体
が
存
在

し
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
を
主
張
す
る
者
は
、
新
株
発
行
の
不
存

在
を
前
提
と
し
て
、
株
主
権
の
不
存
在
確
認
の
訴
え
を
提
起
す
る
な

ど
、
個
別
的
な
権
利
救
済
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
、
判
決
に
対

世
効
の
な
い
通
常
の
確
認
の
訴
え
と
し
て
新
株
発
行
の
不
存
在
を
確

認
す
る
こ
と
が
、
紛
争
の
直
接
か
つ
抜
本
的
な
解
決
の
た
め
最
も
適

切
か
つ
必
要
で
あ
る
と
は
認
め
ら
れ
ず
、
し
た
が
っ
て
、
通
常
の
確

認
の
訴
え
と
し
て
の
新
株
発
行
不
存
在
確
認
の
訴
え
に
は
、
確
認
の

利
益
が
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

〔
研
　
究
〕

　
訴
え
却
下
に
反
対
で
あ
る
。

［
　
新
株
発
行
の
効
力
を
争
う
訴
え
と
し
て
、
新
株
発
行
無
効
の
訴

え
が
商
法
二
八
O
条
ノ
一
五
以
下
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。
新
株
発
行

無
効
の
訴
え
に
関
し
て
は
無
効
原
因
の
解
釈
を
め
ぐ
り
、
判
例
・
学

説
上
多
く
の
議
論
が
あ
る
こ
と
は
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
新
株

発
行
の
効
力
を
争
う
訴
え
と
し
て
、
規
定
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

新
株
発
行
不
存
在
確
認
の
訴
え
が
提
起
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
新
株
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発
行
不
存
在
確
認
の
訴
え
そ
の
も
の
が
否
定
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ

た
（
①
大
判
大
正
一
〇
年
九
月
二
八
日
（
大
審
院
民
事
判
決
録
二
七

号
一
六
四
六
頁
）
、
②
東
京
地
判
昭
和
二
八
年
六
月
一
二
日
（
下
民

集
四
巻
六
号
八
七
〇
頁
）
、
③
福
岡
高
判
昭
和
三
〇
年
一
〇
月
一
二

日
（
判
時
六
六
号
二
〇
頁
”
第
一
審
判
例
集
不
登
載
）
、
④
大
阪
高

判
昭
和
五
二
年
八
月
五
日
（
金
判
五
四
五
号
二
三
頁
”
第
一
審
神
戸

地
判
昭
和
四
八
年
四
月
二
五
日
は
判
例
集
不
登
載
）
、
⑤
最
判
昭
和

五
三
年
三
月
二
八
日
（
金
判
五
四
五
号
一
二
頁
・
④
の
控
訴
審
）
、

⑥
東
京
高
判
昭
和
六
一
年
八
月
二
一
日
（
判
時
一
二
〇
八
号
二
一
三

頁
日
第
一
審
東
京
地
判
昭
和
六
〇
年
八
月
二
七
日
は
判
例
集
不
登

載
）
、
⑦
名
古
屋
地
判
昭
和
六
二
年
六
月
三
〇
日
（
金
判
九
二
一
号

二
九
頁
）
、
⑧
名
古
屋
高
判
昭
和
六
三
年
三
月
三
一
日
（
金
判
九
二

一
号
≡
二
頁
・
⑦
の
控
訴
審
）
、
⑨
最
判
平
成
四
年
一
〇
月
二
九
日

（
金
判
九
二
一
号
一
八
頁
・
⑧
の
上
告
審
）
、
⑩
金
沢
地
判
平
成
三
年

二
月
二
八
日
（
民
集
五
一
巻
一
号
五
一
頁
）
、
⑪
名
古
屋
高
判
金
沢

支
部
平
成
四
年
一
〇
月
二
六
日
（
民
集
五
一
巻
一
号
六
〇
頁
・
⑩
の

控
訴
審
）
、
⑫
最
判
平
成
九
年
一
月
二
八
日
（
民
集
五
一
巻
一
号
四

〇
頁
・
⑪
の
上
告
審
）
、
⑬
本
件
の
第
一
審
、
⑭
本
件
、
⑮
浦
和
地

判
平
成
一
二
年
八
月
一
八
日
（
判
時
一
七
三
五
号
二
壬
二
頁
）
）
。
学

説
の
多
く
は
、
新
株
発
行
不
存
在
の
訴
え
を
通
常
の
確
認
の
訴
え
と

し
て
理
解
し
て
い
た
た
め
、
一
般
原
則
に
よ
り
、
い
つ
で
も
、
不
存

在
を
主
張
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
（
鈴
木
竹
雄
n
竹
内
昭
夫

『
会
社
法
（
第
三
版
）
』
（
一
九
九
四
）
四
三
〇
頁
注
］
○
、
北
沢
正

啓
『
会
社
法
（
第
六
版
）
』
（
二
〇
〇
一
）
五
五
一
頁
、
近
藤
弘
二

『
新
版
注
釈
会
社
法
ω
』
（
一
九
八
七
）
三
四
一
頁
、
菱
田
政
宏
「
新

株
発
行
と
蝦
疵
」
『
商
事
法
の
諸
問
題
（
石
井
照
久
先
生
追
悼
論
文

集
』
（
一
九
七
四
年
）
四
一
〇
頁
）
。
判
例
に
お
い
て
は
、
平
成
九
年

の
最
高
裁
判
決
（
⑫
判
決
）
以
前
の
判
例
（
③
④
⑤
判
決
）
は
、
民

事
訴
訟
法
の
一
般
原
則
に
従
っ
て
、
何
時
で
も
誰
で
も
、
ま
た
い
か

な
る
方
法
に
よ
っ
て
も
主
張
で
き
る
と
し
て
い
た
。
本
判
決
の
第
一

審
（
⑬
判
決
）
は
、
平
成
九
年
の
最
高
裁
判
決
後
の
も
の
で
あ
る
が
、

新
株
発
行
無
効
の
主
張
（
商
法
二
八
0
条
ノ
一
五
）
に
お
け
る
よ
う

な
制
限
な
し
に
、
何
時
で
も
不
存
在
を
主
張
す
る
こ
と
が
で
き
る
と

判
示
し
て
い
る
。

　
平
成
九
年
の
最
高
裁
判
決
（
⑫
判
決
）
は
、
「
商
法
は
、
こ
の
よ

う
に
新
株
発
行
無
効
の
訴
え
を
創
設
し
て
い
る
が
、
新
株
発
行
不
存

在
確
認
の
訴
え
に
つ
い
て
は
何
ら
規
定
す
る
と
こ
ろ
が
な
い
。
し
か

し
な
が
ら
、
新
株
発
行
が
無
効
で
あ
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
新
株
発
行

の
実
体
が
存
在
し
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
っ
て
も
、
新
株
発
行
の
登

記
が
さ
れ
て
い
る
な
ど
何
ら
か
の
外
観
が
あ
る
た
め
に
、
新
株
発
行

の
不
存
在
を
主
張
す
る
者
が
訴
訟
に
そ
の
旨
の
確
認
を
得
る
必
要
の

あ
る
事
態
が
生
じ
得
る
こ
と
は
否
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
の
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よ
う
な
新
株
発
行
の
不
存
在
は
、
新
株
発
行
に
関
す
る
畷
疵
と
し
て

無
効
原
因
以
上
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
か
ら
、
新
株

発
行
の
不
存
在
に
つ
い
て
も
、
新
株
発
行
に
無
効
原
因
が
あ
る
場
合

と
同
様
に
、
対
世
効
の
あ
る
判
決
を
も
っ
て
こ
れ
を
確
定
す
る
必
要

が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
商
法
の
明
文
の
規
定
は
欠
い
て
い
る
が
、

新
株
発
行
無
効
の
訴
え
に
準
じ
て
新
株
発
行
不
存
在
確
認
の
訴
え
を

肯
定
す
る
余
地
が
あ
り
、
こ
の
場
合
、
新
株
発
行
の
訴
え
に
対
比
し

て
出
訴
期
問
、
原
告
適
格
等
の
訴
訟
要
件
が
問
題
と
な
る
が
、
こ
の

訴
え
は
少
な
く
と
も
、
新
株
発
行
の
訴
え
と
同
様
に
、
会
社
を
被
告

と
し
て
の
み
提
起
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ

る
。
」
と
判
示
し
、
新
株
発
行
が
無
効
で
あ
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
新

株
発
行
の
実
体
が
存
在
し
な
い
場
合
に
は
、
会
社
を
被
告
と
し
て
、

対
世
効
を
有
す
る
新
株
発
行
不
存
在
確
認
の
訴
え
を
提
起
で
き
る
こ

と
を
認
め
た
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
同
判
決
の
補
足
意
見
で
は
、
「
新
株
発
行
の
不
存
在
に
つ

い
て
も
、
新
株
発
行
に
無
効
原
因
が
あ
る
場
合
と
同
様
に
、
対
世
効

の
あ
る
判
決
を
も
っ
て
こ
れ
を
確
定
し
得
る
こ
と
と
す
る
必
要
が
あ

る
こ
と
は
、
法
廷
意
見
の
説
示
す
る
と
お
り
で
、
商
法
の
明
文
の
規

定
は
欠
い
て
は
い
る
が
、
新
株
発
行
無
効
の
訴
え
に
準
じ
て
新
株
発

行
不
存
在
確
認
の
訴
え
を
肯
定
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。
」
と
し
、

「
新
株
発
行
の
訴
え
に
関
す
る
規
定
を
何
処
ま
で
準
用
す
べ
き
か
に

つ
い
て
は
、
な
お
議
論
の
余
地
が
あ
る
」
と
留
保
し
つ
つ
も
、
訴
訟

要
件
に
つ
い
て
は
、
「
明
文
の
規
定
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
新

株
発
行
無
効
の
訴
え
に
準
じ
て
こ
れ
を
認
め
る
の
で
あ
る
か
ら
、
被

告
適
格
の
点
だ
け
で
な
く
、
出
訴
期
間
、
原
告
適
格
等
の
訴
訟
要
件

を
始
め
、
出
訴
期
間
経
過
後
の
措
置
、
判
決
の
効
力
等
に
つ
い
て
も
、

可
能
な
限
り
新
株
発
行
無
効
の
訴
え
に
準
ず
べ
き
こ
と
は
む
し
ろ
当

然
で
あ
ろ
う
。
」
と
し
、
特
に
出
訴
期
間
に
つ
い
て
、
「
商
法
が
法
的

安
定
性
の
見
地
か
ら
新
株
発
行
無
効
の
訴
え
に
つ
い
て
出
訴
期
間
を

設
け
た
趣
旨
に
鑑
み
れ
ば
、
出
訴
期
間
の
制
限
な
し
に
、
何
時
ま
で

も
新
株
発
行
不
存
在
確
認
の
訴
え
を
独
立
し
て
提
起
し
得
る
も
の
と

す
る
こ
と
に
は
躊
躇
を
覚
え
る
。
」
と
表
明
し
て
い
る
。
ま
た
、
「
そ

の
反
面
、
新
株
発
行
不
存
在
確
認
の
訴
え
を
必
要
と
す
る
実
情
に
照

ら
せ
ば
、
右
の
出
訴
期
間
の
経
過
後
に
お
い
て
も
、
新
株
発
行
の
不

存
在
を
前
提
と
し
て
株
主
権
の
不
存
在
確
認
を
求
め
る
等
の
別
訴
を

提
起
す
る
こ
と
を
妨
げ
る
理
由
も
見
出
し
難
い
。
そ
し
て
、
そ
の
よ

う
な
判
決
が
確
定
し
た
と
き
は
、
登
記
等
の
新
株
発
行
の
外
観
を
除

去
す
る
た
め
の
方
途
も
同
時
に
考
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
」

と
し
、
こ
の
訴
え
の
特
殊
性
か
ら
出
訴
期
間
を
限
定
す
る
必
要
性
が

あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
（
河
野
正
憲
「
本
件
判
批
」
私
法
判
例
リ

マ
ー
ク
ス
ニ
三
号
（
二
〇
〇
一
）
一
二
二
頁
）
、
出
訴
期
間
の
制
限

は
設
け
る
が
、
別
訴
で
先
決
問
題
と
し
て
主
張
す
る
こ
と
は
出
訴
期
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問
経
過
後
で
も
許
す
、
つ
ま
り
形
成
の
訴
え
で
は
な
い
と
い
う
方
向

を
示
し
た
の
で
あ
る
（
菱
田
雄
郷
「
判
批
」
法
協
一
一
五
巻
一
二
号

（
一
九
九
八
）
一
七
三
頁
）
Q

　
規
定
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
対
世
効
を
有
す
る
訴
え
と
し
て

認
め
ら
れ
た
新
株
発
行
不
存
在
確
認
の
訴
え
に
関
し
て
、
訴
訟
要

件
・
判
決
の
効
力
・
不
存
在
確
認
後
の
事
後
処
理
等
に
つ
い
て
、
新

株
発
行
無
効
の
訴
え
に
準
ず
る
べ
き
か
ど
う
か
が
問
題
と
な
る
。
出

訴
期
間
は
訴
訟
要
件
の
ひ
と
つ
で
あ
る
が
、
新
株
発
行
無
効
の
訴
え

が
出
訴
期
間
経
過
に
よ
っ
て
提
起
で
き
な
く
な
っ
た
場
合
に
、
新
株

発
行
不
存
在
確
認
の
訴
え
が
提
起
さ
れ
て
い
る
現
状
か
ら
す
る
と
、

出
訴
期
間
に
つ
い
て
新
株
発
行
無
効
の
訴
え
に
準
ず
る
か
ど
う
か
は

大
き
な
問
題
と
な
る
。
本
判
決
は
出
訴
期
間
に
つ
い
て
新
株
発
行
無

効
の
訴
え
に
準
ず
る
と
い
う
立
場
を
と
っ
た
最
初
の
高
裁
判
決
で
あ

る
。二
　
本
判
決
で
は
、
平
成
九
年
の
最
高
裁
の
補
足
意
見
に
沿
っ
て
、

訴
え
の
出
訴
期
間
に
つ
き
「
新
株
発
行
不
存
在
の
訴
え
は
、
明
文
の

規
定
が
な
い
の
に
新
株
発
行
無
効
の
訴
え
に
準
じ
て
認
め
ら
れ
る
も

の
で
あ
り
、
し
か
も
判
決
に
対
世
効
と
い
う
強
い
効
力
が
あ
る
こ
と

を
認
め
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
出
訴
期
間
に
つ
い
て
も
新
株
発
行
無

効
の
訴
え
に
準
ず
る
の
が
当
然
と
い
う
べ
き
で
あ
る
」
と
し
て
い
る
。

　
平
成
九
年
最
高
裁
判
決
や
本
件
の
よ
う
に
、
新
株
発
行
不
存
在
確

認
の
訴
え
を
新
株
発
行
無
効
の
訴
え
に
準
ず
る
会
社
法
上
の
特
別
の

訴
え
と
す
る
と
、
請
求
を
認
容
す
る
判
決
に
対
世
効
を
認
め
る
解
釈

を
導
く
の
は
容
易
で
あ
る
（
商
法
二
八
○
条
ノ
一
六
、
一
〇
九
条
）
。

し
か
し
法
人
の
内
部
紛
争
と
い
う
意
味
で
被
告
適
格
を
会
社
と
し
、

紛
争
の
画
一
的
確
定
の
必
要
性
か
ら
対
世
効
を
認
め
る
解
釈
が
求
め

ら
れ
る
と
し
て
も
、
不
存
在
の
場
合
に
も
提
訴
期
間
を
設
け
る
こ
と

は
、
明
文
の
規
定
な
し
に
、
日
時
の
経
過
よ
り
無
か
ら
有
が
生
じ
る

結
果
を
導
く
こ
と
に
な
り
、
遡
及
効
を
制
限
す
る
と
、
場
合
に
よ
っ

て
は
登
記
だ
け
の
新
株
発
行
の
存
在
を
不
存
在
確
定
ま
で
と
は
い
え
、

認
め
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
（
瀬
谷
ゆ
り
子
「
判
批
」
判
タ
九
四

八
号
（
一
九
九
七
）
一
九
〇
頁
）
。
対
世
効
の
根
拠
を
商
法
二
八
O

条
ノ
一
五
に
求
め
な
い
説
は
、
根
拠
条
文
を
商
法
二
五
二
条
に
求
め

る
。
総
会
決
議
不
存
在
確
認
の
訴
え
（
商
法
二
五
二
条
）
と
同
様
に
、

社
団
的
法
律
関
係
の
画
一
的
処
理
と
い
う
点
か
ら
必
要
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
会
社
訴
訟
と
し
て
の
要
請
か
ら
商
法
一
〇
九
条
を
準
用
し
て

対
世
的
効
力
を
有
す
る
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
鳥
山
恭
一
「
本

件
判
批
」
判
時
一
七
五
五
号
（
二
〇
〇
一
）
二
二
〇
頁
、
瀬
谷
・
前

掲
一
九
一
頁
）
。
ま
た
、
対
世
効
は
会
社
内
部
（
組
織
）
関
係
に
関

す
る
画
一
的
確
定
の
必
要
か
ら
引
き
出
さ
れ
る
政
策
的
要
請
で
あ
っ

て
、
そ
の
達
成
の
た
め
に
は
法
律
上
の
根
拠
を
必
要
と
し
（
商
法
一

〇
九
条
の
準
用
な
い
し
は
類
推
適
用
）
、
こ
れ
と
当
事
者
適
格
は
切
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り
離
し
て
考
え
る
べ
き
事
柄
で
あ
る
と
す
る
説
も
あ
る
（
本
間
靖
規

「
判
批
」
法
学
教
室
二
〇
三
号
（
一
九
九
七
）
一
〇
五
頁
）
。

　
本
判
決
が
出
訴
期
間
を
限
定
す
る
理
由
と
し
て
、
「
①
新
株
発
行

不
存
在
確
認
の
訴
え
に
は
、
無
効
事
由
が
存
在
す
る
に
す
ぎ
な
い
の

に
、
出
訴
期
間
が
経
過
し
て
い
る
た
め
、
発
行
手
続
等
の
蝦
疵
が
著

し
く
不
存
在
と
評
価
す
べ
き
で
あ
る
な
ど
と
し
て
提
起
さ
れ
る
も
の

が
少
な
く
な
い
こ
と
、
②
出
訴
期
間
経
過
後
で
あ
っ
て
も
、
新
株
発

行
の
存
否
が
前
提
に
な
る
訴
訟
に
お
い
て
、
そ
の
不
存
在
を
主
張
で

き
る
こ
と
（
た
だ
し
、
そ
の
訴
訟
の
判
決
に
は
対
世
効
は
な
い
。
）

か
ら
し
て
、
不
存
在
を
主
張
す
る
者
の
保
護
に
欠
け
る
わ
け
で
は
な

く
、
か
え
っ
て
、
出
訴
期
間
の
制
限
が
な
い
と
す
れ
ば
、
新
株
発
行

に
伴
う
法
律
関
係
の
安
定
が
著
し
く
損
な
わ
れ
る
と
い
う
べ
き
で
あ

る
。
」
を
挙
げ
て
い
る
。
出
訴
期
間
を
限
定
す
る
理
由
の
①
は
、
平

成
九
年
最
高
裁
判
決
の
法
廷
意
見
・
補
足
意
見
を
前
提
と
し
て
お
り
、

不
存
在
事
由
を
ど
う
考
え
る
か
と
い
う
点
と
密
接
に
関
連
し
、
②
は

平
成
九
年
最
高
裁
判
決
の
補
足
意
見
を
前
提
と
し
て
お
り
、
不
存
在

の
主
張
方
法
の
間
題
に
関
連
す
る
。

　
判
例
・
学
説
上
論
じ
ら
れ
た
不
存
在
事
由
と
し
て
、
以
下
の

〔
ご
か
ら
〔
八
〕
の
場
合
が
あ
る
。

〔
一
〕
本
条
（
昭
和
二
五
年
改
正
前
三
七
一
条
）
の
適
用
の
あ
る
の

は
、
た
と
え
カ
シ
が
あ
っ
て
も
そ
の
カ
シ
の
治
癒
に
よ
っ
て
完
全
な

効
力
を
有
せ
し
む
る
に
適
す
る
だ
け
の
増
資
の
実
体
を
備
う
る
場
合

に
限
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
た
と
え
増
資
の
登
記
が
為
さ
れ
て
居
っ
て

も
、
左
様
な
実
体
の
な
い
場
合
（
③
判
決
）
、
〔
二
〕
新
株
発
行
に
よ

る
変
更
登
記
が
あ
っ
て
も
、
権
限
の
な
い
者
が
新
株
の
発
行
を
装
う

な
ど
全
く
そ
の
実
体
が
な
い
場
合
（
④
⑤
判
決
）
、
〔
三
〕
物
理
的
に

新
株
発
行
に
該
当
す
る
事
実
が
ま
っ
た
く
存
在
し
な
い
場
合
は
勿
論

の
こ
と
、
物
理
的
に
は
存
在
す
る
よ
う
な
外
観
を
呈
し
て
い
て
も
、

そ
の
手
続
的
、
実
体
的
澱
疵
が
著
し
い
た
め
不
存
在
で
あ
る
と
評
価

さ
れ
る
場
合
も
含
み
、
そ
の
意
味
で
は
新
株
発
行
が
存
在
す
る
か
そ

れ
と
も
不
存
在
で
あ
る
か
は
、
単
に
物
理
的
な
存
否
の
判
断
に
止
ま

ら
ず
、
一
つ
の
法
的
判
断
の
側
面
を
有
す
る
（
⑥
⑩
⑪
⑬
判
決
）
、

〔
四
〕
払
込
み
を
仮
装
し
た
も
の
（
⑧
判
決
）
、
〔
五
〕
新
株
発
行
の

実
体
が
存
在
し
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
っ
て
も
、
新
株
発
行
の
登
記

が
さ
れ
て
い
る
な
ど
何
ら
か
の
外
観
が
あ
り
、
無
効
原
因
以
上
の
も

の
（
⑫
判
決
）
、
〔
六
〕
増
資
登
記
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
被
告
の
主
張

す
る
貸
付
金
と
の
相
殺
に
よ
る
払
込
み
の
事
実
も
な
い
場
合
（
⑮
判

決
）
、
〔
七
〕
効
力
を
論
ず
る
以
前
に
、
そ
も
そ
も
新
株
は
発
行
さ
れ

て
い
な
い
、
す
な
わ
ち
不
存
在
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
新
株
発

行
の
登
記
（
商
法
一
八
八
条
三
項
、
六
七
条
、
商
業
登
記
法
八
二

条
）
が
さ
れ
て
い
る
な
ど
、
あ
た
か
も
新
株
発
行
が
さ
れ
て
い
る
か

の
よ
う
な
何
ら
か
の
外
観
が
生
じ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
得
る
の
で
あ
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っ
て
、
こ
の
よ
う
な
外
観
が
あ
る
場
合
（
本
判
決
）
、
〔
八
〕
か
り
に

新
株
発
行
に
実
体
が
存
在
す
る
と
し
て
も
、
手
続
権
を
害
さ
れ
た
利

害
関
係
者
に
と
っ
て
新
株
発
行
無
効
の
訴
え
に
設
け
ら
れ
た
出
訴
期

間
、
出
訴
権
者
、
そ
し
て
無
効
主
張
の
方
法
の
制
限
を
課
す
こ
と
が

妥
当
で
な
い
と
判
断
で
き
る
事
情
が
あ
る
場
合
（
坂
本
延
夫
「
判

批
」
金
判
七
六
五
号
（
一
九
八
七
）
四
二
頁
、
岩
原
紳
昨
「
判
批
」

ジ
ュ
リ
ス
ト
九
四
七
号
（
一
九
八
九
）
一
一
九
頁
、
瀬
谷
ゆ
り
子

「
新
株
発
行
の
効
力
を
争
う
訴
え
の
再
検
討
」
西
尾
幸
夫
編
『
会
社

訴
訟
1
そ
の
理
論
と
実
務
の
展
開
1
』
（
一
九
九
四
）
一
〇
四
頁
、

反
対
は
山
本
為
三
郎
「
新
株
発
行
の
法
的
性
質
を
め
ぐ
っ
て
」
法
学

研
究
七
〇
巻
一
号
（
一
九
九
七
）
一
〇
五
頁
）
で
あ
る
。

　
新
株
発
行
の
不
存
在
に
あ
た
る
場
合
と
し
て
、
新
株
発
行
の
手
続

を
ま
っ
た
く
欠
い
て
お
り
単
に
新
株
発
行
に
よ
る
変
更
の
登
記
が
あ

る
に
す
ぎ
な
い
よ
う
な
場
合
〔
一
、
二
、
四
、
六
、
七
〕
は
学
説
上

も
判
例
上
も
異
論
は
な
い
が
、
新
株
自
体
は
外
形
的
に
は
存
在
し
て

い
る
が
法
的
評
価
と
し
て
不
存
在
と
さ
れ
る
場
合
〔
三
、
八
〕
も
含

む
の
か
ど
う
か
問
題
と
な
る
。

　
法
的
評
価
と
し
て
の
不
存
在
を
含
む
か
ど
う
か
は
、
新
株
発
行
不

存
在
確
認
の
訴
え
の
機
能
を
ど
う
考
え
る
か
の
違
い
で
あ
る
。
理
論

的
に
は
、
無
効
の
訴
え
の
暇
疵
と
不
存
在
の
場
合
の
蝦
疵
は
異
な
る

け
れ
ど
も
、
新
株
発
行
無
効
の
訴
え
で
出
訴
期
間
の
制
限
の
た
め
争

え
な
く
な
っ
た
場
合
の
対
処
法
と
し
て
新
株
発
行
不
存
在
確
認
の
訴

え
が
担
う
（
松
嶋
隆
弘
「
本
件
判
批
」
司
法
研
究
所
紀
要
一
二
号

（
二
〇
〇
〇
）
二
二
五
頁
、
吉
垣
実
「
新
株
発
行
不
存
在
確
認
の
訴

え
に
つ
い
て
ー
被
告
適
格
の
検
討
を
中
心
に
し
て
i
」
東
海
法
学
二

三
号
（
二
〇
〇
〇
）
二
六
〇
頁
、
瀬
谷
・
前
掲
判
批
一
九
一
頁
、
庄

子
良
男
「
判
批
」
判
タ
九
七
五
頁
（
一
九
九
八
）
一
九
八
頁
）
と
考

え
る
と
、
不
存
在
事
由
を
拡
大
す
る
必
要
が
出
て
く
る
の
で
あ
る
。

本
判
決
も
、
不
存
在
の
場
合
を
、
「
効
力
を
論
ず
る
以
前
に
、
そ
も

そ
も
新
株
は
発
行
さ
れ
て
い
な
い
、
す
な
わ
ち
不
存
在
で
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
新
株
発
行
の
登
記
（
商
法
一
八
八
条
三
項
、
六
七
条
、

商
業
登
記
法
八
二
条
）
が
さ
れ
て
い
る
な
ど
、
あ
た
か
も
新
株
発
行

が
さ
れ
て
い
る
か
の
よ
う
な
何
ら
か
の
外
観
が
生
じ
て
い
る
こ
と
が

あ
り
得
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
外
観
が
あ
る
場
合
」
と
し
な

が
ら
も
、
出
訴
期
間
を
限
定
す
る
理
由
①
に
お
い
て
、
「
新
株
発
行

不
存
在
確
認
の
訴
え
に
は
、
無
効
事
由
が
存
在
す
る
に
す
ぎ
な
い
の

に
、
出
訴
期
問
が
経
過
し
て
い
る
た
め
、
発
行
手
続
等
の
暇
疵
が
著

し
く
不
存
在
と
評
価
す
べ
き
で
あ
る
な
ど
と
し
て
提
起
さ
れ
る
も
の

が
少
な
く
な
い
こ
と
」
を
挙
げ
て
い
る
。
新
株
発
行
無
効
の
訴
え
の

代
替
措
置
と
見
る
べ
き
で
は
な
く
、
新
株
発
行
不
存
在
確
認
の
訴
え

の
必
要
性
を
、
主
と
し
て
新
株
発
行
登
記
の
是
正
に
見
る
と
す
れ
ば
、

こ
の
訴
え
を
時
間
的
に
無
制
限
に
許
容
で
き
な
い
と
す
る
説
も
あ
る
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（
河
野
・
前
掲
一
二
三
頁
）
。

　
本
判
決
の
出
訴
期
間
を
限
定
す
る
理
由
②
は
、
出
訴
期
間
を
制
限

す
る
こ
と
に
よ
る
実
際
上
の
不
都
合
を
回
避
で
き
る
と
し
て
い
る
が
、

こ
れ
に
対
し
て
、
新
株
発
行
の
存
在
を
争
う
者
が
他
の
訴
訟
の
前
提

問
題
と
し
て
そ
の
不
存
在
を
主
張
す
る
こ
と
が
出
訴
期
間
の
経
過
後

も
可
能
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
出
訴
期
間
の
経
過
を
理
由
と
し

て
認
容
判
決
に
対
世
効
の
あ
る
新
株
発
行
不
存
在
確
認
の
訴
え
を
制

限
す
る
こ
と
が
、
こ
れ
を
制
限
し
な
い
場
合
よ
り
も
法
律
関
係
の
安

定
に
つ
な
が
る
と
必
ず
し
も
い
え
る
の
か
、
さ
ら
に
、
そ
も
そ
も
こ

の
場
合
の
法
律
関
係
の
安
定
が
常
に
保
護
に
値
す
る
と
い
え
る
か
に

つ
い
て
は
、
新
株
発
行
不
存
在
確
認
の
訴
え
が
多
く
の
場
合
閉
鎖
会

社
の
支
配
権
争
い
で
あ
る
と
い
う
紛
争
の
実
情
を
踏
ま
え
た
検
討
が

必
要
と
思
わ
れ
る
（
佐
茂
剛
「
本
件
判
批
」
判
例
タ
イ
ム
ズ
一
〇
六

五
号
（
二
〇
〇
一
）
二
二
九
頁
）
、
新
株
発
行
の
不
存
在
は
、
他
の

訴
え
に
お
け
る
前
提
問
題
と
し
て
主
張
す
る
こ
と
も
可
能
な
の
で
あ

っ
て
、
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
対
世
効
の
問
題
と
な
り
え
ず
、
そ
の

結
果
、
個
々
の
利
害
関
係
者
に
よ
っ
て
新
株
発
行
の
存
在
・
不
存
在

が
分
か
れ
る
可
能
性
も
残
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
際
に
は
法
律
関
係

を
ど
う
調
整
す
べ
き
か
と
い
う
問
題
が
あ
る
こ
と
は
念
頭
に
お
い
て

お
く
必
要
が
あ
る
（
松
井
秀
征
「
新
株
発
行
不
存
在
確
認
の
訴
え
に

つ
い
て
（
一
）
立
教
法
学
五
八
号
（
二
〇
〇
一
）
一
七
六
頁
）
、
出

訴
期
間
の
制
限
を
設
け
る
と
、
認
容
判
決
に
対
世
効
が
あ
る
不
存
在

確
認
の
訴
え
を
認
め
て
画
一
的
な
法
律
関
係
の
確
定
を
は
か
ろ
う
と

し
た
趣
旨
は
出
訴
期
間
内
に
訴
え
が
提
起
さ
れ
た
場
合
に
し
か
達
成

さ
れ
な
い
こ
と
に
な
り
、
出
訴
期
間
が
経
過
し
た
後
は
む
し
ろ
法
的

に
不
安
定
な
状
態
が
継
続
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
（
鳥
山
・
前
掲
二

一
九
頁
）
と
い
う
批
判
が
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
新
株
発
行
不
存
在

確
認
の
訴
え
で
は
、
出
訴
期
間
を
設
け
、
株
主
権
不
存
在
確
認
の
訴

え
の
前
提
問
題
と
し
て
は
出
訴
期
間
の
前
後
と
無
関
係
に
新
株
発
行

不
存
在
確
認
の
主
張
を
許
す
と
い
う
一
見
矛
盾
す
る
立
場
は
、
前
者

に
つ
い
て
は
会
社
の
み
が
被
告
で
あ
る
と
解
す
る
以
上
出
訴
期
問
の

問
題
と
す
る
他
な
い
の
で
あ
り
、
後
者
に
つ
い
て
は
個
々
の
株
主
を

被
告
と
し
て
審
理
さ
れ
る
か
ら
出
訴
期
間
で
は
な
く
、
彼
自
身
の
主

観
的
態
様
を
問
題
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
趣
旨
で
あ
る
と
見

れ
ば
合
理
性
を
有
す
る
と
し
て
、
本
判
決
の
出
訴
期
間
を
限
定
す
る

理
由
②
を
支
持
す
る
説
も
あ
る
（
菱
田
・
前
掲
一
七
四
頁
）
。

　
対
世
効
の
あ
る
特
別
の
訴
え
で
は
な
く
通
常
の
確
認
の
訴
え
と
し

て
で
あ
れ
ば
、
出
訴
期
間
等
の
訴
訟
要
件
に
つ
い
て
特
別
の
制
限
は

な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
問
（
近
藤
崇
晴
「
判
批
」
ジ
ュ
リ
ス

ト
一
二
二
号
（
一
九
九
七
）
二
二
六
頁
）
に
対
し
て
も
、
「
な
お
、

本
件
訴
え
が
、
対
世
効
の
あ
る
特
別
の
訴
え
で
は
な
く
通
常
の
確
認

の
訴
え
で
あ
る
と
し
て
も
、
そ
れ
は
、
過
去
の
事
実
関
係
な
い
し
法
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律
関
係
の
確
認
を
求
め
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
訴
え
に
確
認

の
利
益
を
認
め
る
に
は
、
現
在
の
権
利
関
係
又
は
法
律
関
係
を
確
認

す
る
こ
と
が
必
ず
し
も
紛
争
の
直
接
か
つ
抜
本
的
な
解
決
の
た
め
最

も
適
切
か
つ
必
要
と
認
め
ら
れ
る
場
合
で
あ
る
こ
と
を
要
す
る
と
こ

ろ
、
新
株
発
行
の
外
観
が
あ
っ
て
も
、
そ
の
実
体
が
存
在
し
な
い
の

で
あ
れ
ば
、
こ
れ
を
主
張
す
る
者
は
、
新
株
発
行
の
不
存
在
を
前
提

と
し
て
、
株
主
権
の
不
存
在
確
認
の
訴
え
を
提
起
す
る
な
ど
、
個
別

的
な
権
利
救
済
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
、
判
決
に
対
世
効
の
な

い
通
常
の
確
認
の
訴
え
と
し
て
新
株
発
行
の
不
存
在
を
確
認
す
る
こ

と
が
、
紛
争
の
直
接
か
つ
抜
本
的
な
解
決
の
た
め
最
も
適
切
か
つ
必

要
で
あ
る
と
は
認
め
ら
れ
ず
、
し
た
が
っ
て
、
通
常
の
確
認
の
訴
え

と
し
て
の
新
株
発
行
不
存
在
確
認
の
訴
え
に
は
、
確
認
の
利
益
が
な

い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
」
と
判
示
し
て
い
る
。

三
　
以
上
の
検
討
を
も
と
に
、
新
株
発
行
不
存
在
の
訴
え
の
意
義
、

性
質
、
訴
訟
要
件
等
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

　
新
株
発
行
不
存
在
の
確
認
の
訴
え
は
、
そ
も
そ
も
新
株
発
行
無
効

の
訴
え
の
代
替
措
置
と
し
て
提
起
さ
れ
、
明
文
の
規
定
が
な
い
に
も

か
か
わ
ら
ず
判
例
上
必
要
性
が
確
認
さ
れ
、
対
世
効
を
備
え
た
訴
え

と
し
て
、
最
高
裁
で
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
最

高
裁
は
対
世
効
の
根
拠
を
商
法
二
八
0
条
ノ
一
五
に
求
め
る
た
め
、

訴
訟
要
件
等
も
商
法
二
八
○
条
ノ
一
五
に
準
ず
る
と
い
う
見
解
に
な

る
。
し
か
し
、
株
主
総
会
決
議
の
不
存
在
確
認
の
訴
え
は
、
「
実
体

法
の
根
拠
が
な
い
の
に
判
決
に
対
世
効
を
認
め
る
の
は
問
題
が
あ
る

し
、
抹
消
登
記
の
嘱
託
の
面
か
ら
も
明
文
の
規
定
が
あ
る
こ
と
が
望

ま
し
い
」
（
法
務
局
民
事
局
参
事
官
室
編
『
改
正
商
法
の
概
要
』
（
一

九
八
一
年
）
三
〇
頁
）
と
の
理
由
か
ら
、
昭
和
五
六
年
の
改
正
で
商

法
二
五
二
条
に
規
定
さ
れ
た
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
新
株
発
行
不
存

在
確
認
の
訴
え
の
対
世
効
の
根
拠
を
商
法
二
八
O
条
ノ
一
五
に
求
め

る
こ
と
に
も
、
そ
も
そ
も
無
理
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま

し
て
や
、
総
会
決
議
に
つ
い
て
法
定
さ
れ
て
い
る
の
は
無
効
の
訴
え

で
は
な
く
無
効
確
認
の
訴
え
で
あ
り
、
総
会
決
議
に
つ
い
て
は
無
効

確
認
の
訴
え
を
不
存
在
確
認
の
訴
え
に
類
推
し
た
だ
け
で
あ
る
が
、

そ
れ
で
も
、
実
体
法
の
根
拠
が
必
要
と
し
て
商
法
二
五
二
条
に
明
文

化
し
た
の
で
あ
る
。
新
株
発
行
に
つ
い
て
は
形
成
の
訴
え
で
あ
る
無

効
の
訴
え
を
確
認
の
訴
え
で
あ
る
不
存
在
確
認
の
訴
え
の
根
拠
に
し

て
い
る
の
で
あ
る
。
株
主
総
会
決
議
の
不
存
在
確
認
の
訴
え
を
め
ぐ

る
経
緯
か
ら
考
え
る
と
、
対
世
効
を
認
め
る
の
で
あ
れ
ば
、
明
文
で

規
定
す
る
べ
き
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
（
鳥
山
・
前
掲
二

二
三
頁
注
（
1
9
）
）
。
新
株
発
行
不
存
在
確
認
の
訴
え
は
対
世
効
を
有

す
る
が
、
一
般
原
則
に
よ
る
訴
え
と
考
え
た
場
合
に
は
、
商
法
二
八

O
条
ノ
一
五
に
根
拠
を
求
め
る
場
合
よ
り
、
さ
ら
に
曖
昧
に
な
る
こ

と
は
否
め
な
い
。
し
か
し
不
存
在
の
場
合
に
は
、
主
張
す
る
者
・
主
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張
す
る
方
法
を
限
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
既
成
の
事
実
を
維
持
す
る

必
要
は
な
く
、
寧
ろ
第
三
者
の
利
益
を
保
護
す
べ
き
で
あ
る
た
め
に
、

会
社
法
上
の
特
別
の
訴
え
で
は
な
く
一
般
原
則
で
解
決
で
き
る
場
合

で
あ
り
、
対
世
効
を
有
す
る
の
は
、
会
社
内
部
の
法
律
関
係
を
画
一

的
に
確
定
す
る
必
要
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
商
法
上
規
定
さ
れ
て
い
る
無
効
の
訴
え
の
代
替
措
置
と
し
て
不
存

在
確
認
の
訴
え
を
考
え
る
と
、
手
続
的
・
実
体
的
綴
疵
が
著
し
い
場

合
も
不
存
在
に
含
め
る
こ
と
に
な
り
、
不
存
在
事
由
を
拡
大
す
る
こ

と
は
法
的
安
定
性
に
欠
け
る
こ
と
に
な
る
。
明
文
の
規
定
の
な
い
新

株
発
行
不
存
在
の
訴
え
に
お
い
て
、
不
存
在
事
由
を
拡
大
す
る
の
で

は
な
く
、
商
法
上
の
特
別
の
訴
え
と
し
て
形
成
力
を
持
つ
新
株
発
行

無
効
の
訴
え
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
限
定
す
る
方
向
で
解
釈
さ
れ
て

き
た
無
効
原
因
を
拡
大
す
べ
き
で
あ
る
。
従
っ
て
、
私
見
に
お
い
て

は
、
新
株
発
行
不
存
在
確
認
の
訴
え
を
新
株
発
行
無
効
の
訴
え
の
代

替
措
置
で
あ
る
と
い
う
点
か
ら
出
発
す
る
の
で
は
な
く
、
新
株
発
行

の
暇
疵
を
争
う
訴
え
と
し
て
商
法
が
規
定
し
て
い
る
の
は
新
株
発
行

無
効
の
訴
え
で
あ
る
と
い
う
点
か
ら
新
株
発
行
不
存
在
確
認
の
訴
え

を
考
察
す
る
。

　
新
株
発
行
行
為
と
は
、
取
締
役
会
決
議
と
い
う
意
思
表
示
を
要
素

と
し
、
公
告
又
は
通
知
、
新
株
引
受
契
約
（
割
当
と
申
込
）
、
払
込

と
い
う
法
律
事
実
の
形
成
に
よ
っ
て
成
立
す
る
法
律
行
為
で
あ
る
。

新
株
発
行
行
為
が
一
個
の
法
律
行
為
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
一
般
の
法

律
行
為
と
同
じ
よ
う
に
、
成
立
・
不
成
立
（
不
存
在
）
を
ま
ず
考
え

な
く
て
は
な
ら
な
い
。
成
立
し
た
場
合
は
、
有
効
、
無
効
、
あ
る
い

は
取
消
し
う
る
行
為
を
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
が
、
無
効
に
つ
い

て
は
、
民
事
訴
訟
法
の
一
般
原
則
に
従
わ
ず
、
新
株
発
行
無
効
の
訴

え
を
準
備
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
一
方
、
新
株
発
行
行
為
に
お
い
て

不
成
立
（
不
存
在
）
の
場
合
に
は
明
文
の
規
定
が
な
い
と
い
う
こ
と

は
、
不
成
立
（
不
存
在
）
の
場
合
に
は
、
一
般
原
則
に
戻
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
一
般
原
則
に
戻
っ
て
も
問
題
が
な
い
場
合

を
不
存
在
事
由
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
新
株
発
行
が
全

く
行
わ
れ
な
か
っ
た
場
合
で
あ
り
、
新
株
発
行
無
効
の
訴
え
の
出
訴

期
間
の
六
ヶ
月
を
過
ぎ
て
も
治
癒
さ
れ
な
い
場
合
で
あ
る
。
「
不
存

在
」
と
「
無
効
」
の
本
来
の
語
義
か
ら
す
れ
ば
、
い
わ
ば
物
理
的
な

意
味
で
も
新
株
が
発
行
さ
れ
て
い
な
い
場
合
が
「
不
存
在
」
で
、
物

理
的
な
意
味
で
は
新
株
が
発
行
さ
れ
て
い
る
が
報
疵
が
あ
る
と
い
う

場
合
に
は
、
存
在
を
前
提
と
し
て
そ
の
効
力
が
問
題
と
さ
れ
る
と
い

う
よ
う
に
区
分
け
す
る
の
が
素
直
な
解
釈
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
（
近

藤
崇
晴
「
判
批
」
法
曹
時
報
四
九
巻
二
号
（
一
九
九
七
）
二
九
七

頁
）
。
物
理
的
な
意
味
で
も
新
株
が
発
行
さ
れ
て
い
な
い
場
合
と
は
、

新
株
発
行
行
為
に
か
か
る
要
件
の
全
面
的
欠
訣
の
場
合
で
あ
り
、
つ

ま
り
、
新
株
発
行
行
為
の
不
存
在
と
は
、
取
締
役
会
決
議
、
公
告
又
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は
通
知
、
新
株
引
受
契
約
、
払
込
の
す
べ
て
が
な
く
単
に
登
記
が
あ

る
と
い
う
場
合
で
あ
る
。
本
判
決
は
出
訴
期
問
を
制
限
す
る
理
由
と

し
て
無
効
原
因
で
あ
る
に
と
ど
ま
る
も
の
が
、
多
い
こ
と
を
あ
げ
て

い
る
が
、
不
存
在
事
由
と
無
効
事
由
は
重
な
る
場
合
は
な
く
、
区
別

す
べ
き
で
あ
る
。
純
粋
な
不
存
在
事
由
を
絞
り
込
み
、
無
効
原
因
と

別
々
に
規
定
す
べ
き
で
あ
る
。

四
　
以
上
の
よ
う
に
新
株
発
行
不
存
在
確
認
の
訴
え
を
理
解
し
た
上

で
、
本
件
を
検
討
す
る
。

　
ま
ず
、
取
締
役
会
決
議
で
あ
る
が
、
本
件
の
場
合
は
取
締
役
会
議

事
録
は
作
成
さ
れ
て
い
る
が
、
現
実
に
取
締
役
会
が
開
催
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
が
、
第
一
審
で
は
争
い
の
な
い
事
実
と
し
て
認
定
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
本
判
決
で
は
争
い
の
な
い
事
実
と
し
て
、

取
締
役
会
に
お
い
て
決
議
を
し
た
と
あ
る
の
で
、
取
締
役
会
決
議
は

あ
っ
た
も
の
と
し
て
評
釈
を
加
え
る
。
公
告
又
は
通
知
で
あ
る
が
、

通
知
の
欠
如
が
控
訴
人
か
ら
主
張
さ
れ
て
い
る
が
、
本
判
決
で
は
判

断
さ
れ
て
い
な
い
。
新
株
引
受
契
約
を
行
う
の
は
代
表
取
締
役
で
あ

る
が
、
本
件
で
は
代
表
取
締
役
で
あ
る
A
で
は
な
く
、
B
が
行
い
、

引
受
は
B
と
C
が
行
っ
て
い
る
。
払
込
は
あ
る
。
新
株
発
行
行
為
が

不
存
在
で
あ
る
の
は
、
取
締
役
会
決
議
、
公
告
又
は
払
込
、
新
株
引

受
契
約
、
払
込
の
す
べ
て
が
な
い
場
合
と
考
え
る
と
、
本
件
の
場
合

は
払
込
が
あ
る
の
で
、
残
り
の
要
件
が
あ
っ
て
も
な
く
て
も
不
存
在

と
は
い
え
な
い
。

　
無
効
原
因
と
し
て
は
ど
う
か
。
取
締
役
会
の
決
議
が
な
い
場
合
、

株
主
へ
の
公
告
又
は
通
知
が
な
い
場
合
も
無
効
原
因
に
な
る
と
考
え

る
の
で
、
本
件
の
場
合
は
取
締
役
会
の
決
議
も
、
公
告
又
は
通
知
も

な
か
っ
た
可
能
性
が
高
い
の
で
、
無
効
原
因
に
な
る
可
能
性
は
高
い
。

し
か
し
、
新
株
発
行
無
効
の
訴
え
の
出
訴
期
間
を
過
ぎ
て
い
る
。

　
新
株
発
行
不
存
在
の
確
認
の
訴
え
は
出
訴
期
間
の
制
限
は
な
く
、

い
つ
で
も
主
張
で
き
る
と
考
え
る
の
で
、
不
存
在
に
あ
た
る
か
ど
う

か
を
判
断
せ
ず
、
出
訴
期
問
の
経
過
を
理
由
に
し
て
訴
え
を
却
下
し

た
本
判
決
に
は
反
対
で
あ
る
。
不
存
在
に
あ
た
る
か
ど
う
か
を
判
断

し
、
本
件
の
場
合
は
不
存
在
に
あ
た
ら
な
い
の
で
、
請
求
を
棄
却
す

べ
き
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。
第
一
審
に
お
い
て
は
、
新
株
発
行
不
存

在
確
認
の
訴
え
は
い
つ
で
も
主
張
で
き
る
と
考
え
て
い
る
点
に
は
賛

成
で
あ
り
、
不
存
在
に
あ
た
る
か
ど
う
か
を
判
断
し
、
本
件
新
株
発

行
は
不
存
在
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
と
い
う
結
論
に
も
賛
成
で
あ
る

が
、
不
存
在
事
由
に
手
続
的
、
実
体
的
暇
疵
が
著
し
い
場
合
も
含
め

る
点
に
は
反
対
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
本
　
智
英
子
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